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告告告告告報報

１．はじめに

情報処理学会は，２０１９年３月に福岡大学にて実

施された第８１回情報処理学会全国大会で初めて

「中高生ポスターセッション」を行った。

主に研究者や技術者そして教育者が集まる情報

処理学会全国大会で中高生がポスター発表する機

会をつくり，日頃の情報分野における探究的な学

びの成果を発表してもらおうという企画である。

２０２０年３月実施の第８２回情報処理学会全国大会

では，昨年の中高生ポスターセッションを発展さ

せ，「中高生情報学コンテスト」として企画した。

しかし，新型コロナウイルス感染症の広がりによ

り，やむなく予定を変更し遠隔での実施となった。

２．コンテスト実施の概要と意義

本コンテストは，中学校技術・家庭科，高等学

校情報科等で情報分野における探究的な学びの成

果を持ち寄り，情報処理学会の全国大会において

発表・交流し，優秀作品を表彰するものである。

２．１ コンテストの概要

２０２２年から施行される高等学校の学習指導要領

では，共通教科情報科は情報�，情報�に改定さ

れ，情報の科学的理解を中心に，より深い内容が

示されたことを受け，探究的な学びとその成果を

発表する場として情報処理学会初等中等委員会等

が中心となって企画された。

第１回目は２０１９年３月に福岡大学で行われた第

８１回情報処理学会全国大会で「中高生ポスターセ

ッション」［１］として開催した。中高生３名までの

チーム応募とし，募集テーマは学習指導要領に基

づき次に挙げるものとした。

高等学校共通教科情報科および中学校技術・家

庭科技術分野「D 情報に関する技術」の趣旨に

即した以下の分野，

（１）情報の活用と表現

（２）情報通信ネットワークとコミュニケー

ション

（３）情報社会の課題と情報モラル

（４）望ましい情報社会の構築

（５）コンピュータと情報通信ネットワーク

（６）問題解決とコンピュータの活用

（７）情報の管理と問題解決

（情報通信ネットワークやデータベース

に関係する分野に限る）

（８）情報技術の進展と情報モラル

（９）ディジタル作品の設計・制作

（１０）プログラムによる計測・制御

２０１９年は初めての開催ながら全国から３７チーム

からの応募があり，会場の福岡大学に集まった。

参加チームが互いに研究内容をポスター形式で説

明し合うとともに，全国大会に参加している研究

者や技術者などの大人への説明を行った。

２．２ コンテストの意義

中高生が技術家庭科・情報科の探究的な学びか

らさらに研究を進め大人が集う学会の場で発表し

合うことの意義は次のような観点が考えられる。

１）他の学校で学ぶ同世代と交流し，他校の生徒

がどのような研究をしているのかを知ることでお

互いに刺激を得る場となり，より情報学を中心と

した専門的な学びを深め研究を進める意欲を喚起

する場となる。

２）日頃接する機会が少ない大学の研究者やプロ

のエンジニアなど，情報学のプロフェッショナル

と直接話したり研究に関するアドバイスを得たり

第８２回情報処理学会 全国大会 中高生情報学研究コンテスト

奈良女子大学非常勤講師 竹中 章勝
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する機会となり，自らの研究をより深い内容へ進

めることができると同時に，大学での具体的な学

びや企業での活動について直接話を聞くことがで

きる場となる。

３）学会に参加する情報学関係の専門家は情報に

関わる探究的な学びをしている中高生の現状を知

ることができ，引率者の中学校・高等学校の教員

や中高生の研究をサポートする保護者は大学など

の研究者との接点ができ，今後の指導のあり方や

取り組む内容のヒントを得ることができ，高大連

携や中学と大学との連携のきっかけとなる。

第１回「中高生ポスターセッション」では，ど

のチームもとても熱心に自分たちの研究内容を説

明し，大人の研究者などからの質問やアドバイス

に熱心に耳を傾けている姿が見られた。

結果発表後には「どうしたらもっといい研究内

容になるのか是非教えてもらいたい」と撤収の間

にも審査員に熱心に質問をしている姿もあり，こ

のような機会は中高生の学びにとって重要である

ことが確認できた。

２．３ 中高生情報学研究コンテストの経緯

第１回目の中高生ポスターセッションの成果を

もとに，２０２０年３月実施の第８２回情報処理学会全

国大会からは「中高生情報学研究コンテスト」［２］

として実施することとし準備を進めていった。

今回のコンテストでは全国から６２件の作品［３］が

寄せられたが，日本でも２月頃から急激に広がっ

た新型コロナウイルス流行の影響で，２０２０年３月

７日に予定されていた中高生が参加するコンテス

トは残念ながら現地開催を中止としたが，オンラ

イン開催とした。中高生は期末試験前のタイミン

グであることを考慮し，すでにでき上がっている

研究ポスター作品と４００字の説明文を提出しても

らい，Webページで公開することで，お互いに作品

を見せ合い，さらに一般にも公開することで中高

生をはじめ多くの方々が閲覧できることとした。

また表彰に関しては，応募作品と紹介文をもと

に審査し優秀作品を予定通り表彰することとし

た。審査は，遠隔地からビデオ会議で集まる審査

員と，密を避けるため広い会議室に集まった最低

限の審査員を繋いで行った。ポスター発表の利点

である発表者と審査員とのコミュニケーションを

とることができなかったことは残念であったが，

昨年にも増して優秀な作品が多く，慎重に審査が

行われた。

審査の後すぐに，特別審査員の鹿野利春先生

（文部科学省初等中等教育局情報教育・外国語教

育課情報教育振興室教科調査官）の講評および結

果発表の様子をビデオ撮影し，ポスター作品の

PDFデータと審査員から各応募作品へのコメン

ト［４］を結果発表動画［５］とともにコンテスト結果発

表としてWeb公開［６］した。

２．４ 受賞作品紹介

審査の結果，次のように表彰した。

最優秀賞１件

優秀賞２件

奨励賞１２件のうち

奨励賞・情報処理教育委員会委員長賞 １件

奨励賞・初等中等教育委員会委員長賞 １件

入選１６件

その中で最優秀賞１件と優秀賞２件を紹介す

る。

＜最優秀賞＞

＃４１ ハニーポットを使用した攻撃の観測と考察

窪田靖之（川北町立川北中学校２年）
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コンパイラ基盤bittnの設計と評価

背景

二ノ方 理仁（芝中学校　1年）
- プログラミング言語を簡単につくる -

プログラミング言語・ドメイン固有言語（Domain Specific 
Language：DSL）の利点

Reiwa bikefile

DSLの作成・テスト・考察を省力化し，効率的に繰り返すための 
コンパイラ基盤の制作

特定の目的のために作られた比較的小規模なプログラミング言語のこ
と．用途に合わせて作られているため，効率的に記述できる．

ドメイン固有言語とは

本研究では，効率的にDSLを作成するコンパイラ基盤bittnを制作する．

1.バックエンドは簡潔な構造を採用し，中間コードを再利用する 
2.パーサの記法はPEG(Parsing Expression Grammar)を採用する 
3.言語開発者が記述するファイルを一元化する

再利用する構造 bittn

本研究で製作したコンパイラ基盤bittnを用いてDSL Reiwaを作成した． 
比較するDSLとして，既存のプラットフォームやツールを用いず，フル 
スクラッチでHeiseiを作成した．

動く言語ができるまでの作業量を比較する． 
言語の仕様はReiwaとHeisei共に，print関数，変数を実装する． 
書いたコードの行数を調べる．

評価１

評価２
開発を進めた時，効率が保たれるか比較する． 
評価1で比較したReiwaとHeiseiに，date関数を追加して実装する． 
書いたコードの行数を調べる．

Reiwa１は，Heisei１と比
べ，62%少ない行数で書くこ
とができた．

date関数を追加するのに必要
な行数は，Heisei２が148
行，Reiwa２は9行だった．
関数を追加した後の行数は，
ReiwaがHeiseiに比べて67%
少なかった．

評価１の結果から，bittnを用いると，DSLをより少ない作業量で作成で
きることがわかった．これは，Heiseiに記述した処理を，Reiwaはbittn
のバックエンドで行なっているからである． 
また，評価２では，関数を追加する時の行数もReiwaは少なかった．こ
のように，少ない作業量で機能を追加できることから，テスト・考察を
繰り返す作業も省力化できると考えられる．

コンパイラ基盤を用いて中間コードの再利用を行うことで，DSL作成の
作業量を減らすことができた．また，バグが起きにくい構造を選ぶこ
と，開発者が記述する場所を一元化することも，作業効率を上げる効果
があると考えられる．

　 
　bikefileには構文・基本設定・ 
　動作を定義 
　動作をクラスへ記述 
　Transformerがinit関数を呼 
　び出し 
　Runnerがcall関数を呼び出し 
　右図の例では，init関数で引数 
　を@dataに格納，call関数 
　で与えられている@dataを 
　print

現在使用しているParsletライブラリを自作のパーサに置き換え，バッ
クエンド構造をわかりやすくしたい．また，bikefileを内部DSLに変更
し，Rubyを知らない人でも書けるようにしたい．LLVM・Parsletを使
用した場合と比較した評価実験も行いたい．

　Transformerが木構造からインスタ 
　ンスを作成 
　Runnerがインスタンスのcall関数を 
　呼び出し

開発者はbikefileだけに記述すればよく，変更・追加が容易である．

序論 評価

方法

結果

目的

対象

内容

考察

結論

bikefileの作成

評価１の結果

評価２の結果

結論

課題

インスタンスとは，bittnの記述言語Ruby
が扱うメモリ上の領域である．クラスが設
計図だとすると，インスタンスは設計図を
元に作られた実体である．

インスタンスとは（*1）

PEGパーサの利点
PEGはプログラミング言語の文法表記法の一つである．PEGは，処理の
順序が明確で曖昧さがないという特徴がある．結果，複数の解釈がある
ことによるバグが起きにくい．

PEGパーサ
パーサのライブラリとして，Rubyの内部DSL Parsletを利用している．

↑構文を定義

←基本設定を定義

←func内で呼ばれる 
　PrintNodeを定義

汎用プログラミング言語の仕様に左右されず簡潔に書ける．
構文の自由度が高い．

既存のコンパイラ基盤（LLVM）は便利だが，機能が幅広く膨大
簡易なDSLの実装に時間と労力がかかる．
実装したい機能を探す作業が難しい．

DSL向けコンパイラ基盤の実現
DSL実装にかかる時間と労力を削減できる．
言語のデザインに集中でき，多様なDSLが生まれる．

https://github.com/bittn/bittn

【説明文】現在，普及化を勧めているIPv６では

IPoE方式の通信が使われている。IPoE方式の通

信ではルータやアダプターなどを必要とせず，エ

ンドツーエンドで通信をする。これは，シンプル

にインターネットへ接続できるというメリットが

あるが，ルータにより守られないため多くの攻撃

を受けると考えられる。一般的な家庭にも攻撃が

くるのかを確かめるために，Raspberry PiにCow-

rieというSSHのハニーポットを導入し，１週間

公開した。設置後，攻撃数は２日目までは増え続

け，以後同程度で推移した。国別の攻撃数では１９

の国からアクセスがあり，アイルランドが多数を

占めていた。これらの結果をもとに考察を行っ

た。攻撃が増えた理由はIoT検索エンジンにイン

デックスされていたことなどが考えられた。この

結果からインターネット上では常に身の回りに危

険があり，狙われていることがわかった。

＜優秀賞＞

＃１７ 格子モデルによる歩きスマホの

危険性の可視化

小川瑞貴（中央大学附属高等学校３年）

【説明文】歩きスマホの危険性は日々訴えられて

いるが，歩きスマホをする人の数は一向に減って

いない。この問題を解決するには，歩きスマホに

よって起こり得る事故をわかりやすく可視化し，

ユーザーに理解させることが必要だと考えられ

る。本研究では，横断歩道において歩きスマホを

する人としない人が混在する状況を想定し，歩行

者同士の衝突事故がどのように発生するかを可視

化するシミュレータを構築した。さらに，このシ

ミュレータを用いて，歩きスマホをする人の割合

と，スマホに熱中し過ぎて対向歩行者に気づかず

直進してしまう確率を変化させたとき，衝突発生

回数がどのように変化するかを調べた。結果とし

て，この２つの条件では歩きスマホをする人の割

合の方が衝突事故の発生率に直接的な影響を持つ

ことがわかった。したがって，歩行中のスマホへ

の熱中度よりも歩きスマホをすること自体が歩行

者同士の衝突の危険性を高めることが示唆され

た。

＃３４ コンパイラ基盤bittnの設計と評価

―プログラミング言語を簡単につくる―

二ノ方理仁（芝中学校１年）

【説明文】ドメイン固有言語（Domain Specific

Language：DSL）は，簡潔に書くことができ，

構文の自由度が高いため，作成は有益である。し

かし，既存の環境でDSLを作成すると時間と労力

がかかる。本研究は，効率的にDSLを作成するた

めのコンパイラ基盤bittnの制作を目的とする。

本手法は，中間コードをバックエンドで再利用す

る方法，バグの起こりにくいPEGパーサを採用す

る方法，開発者の記述場所をbikefileに一元化し



て見つけやすくする方法から成る。bittnで作成

したDSLとフルスクラッチで作成したDSLを比較

し評価した結果，新しいDSLを作成する際の記述

行数は６２％減少，機能を追加する際の記述行数は

６７％減少するなどの効率化を実現できた。この効

率化により，開発者が型システムや構文のデザイ

ンに多くの時間と労力を使えるため，より多様な

DSLが生み出される可能性がある。

３．まとめ

今回は中学生の応募も多く，最優秀賞を受賞し

た川北町立川北中学校 窪田靖之さんをはじめ，

上位入賞者５チームのうち３チームを中学生（中

等学校３年生）が占めるなど中学生の研究が素晴

らしかった。早い時期から情報学に関わる内容や

情報技術に興味を持っていることがうかがえ，今

後の活躍に期待が持てる内容となった。また昨年

の研究を継続研究し，より発展させた研究発表も

数点見受けられた。上位入賞研究は，プログラミ

ング技術だけではなく，自ら課題発見および問題

解決を行い，実際にソフトウェアを開発実装し成

果を試す等という研究を進める流れがきちんと取

られているものが多かった。また，システム開発

ばかりでなく，ゲーム開発にあたってゲームの内

容自体の面白さを引き出すUX（User experi-

ence；ユーザーの使用体験）に関する研究や，

社会問題をシミュレートする研究など多岐にわた

るテーマが寄せられた。

これらの研究は，今後の高等学校情報科におけ

る学びや探究的な学び，そして，卒業研究など学

校での学びを進める上でも参考になるテーマとな

るものと思われる。

２０２０年は新型コロナウイルス流行から社会は大

きな変化が起こり，長い自粛生活や休校期間を経

験してオンライン学習を含めた遠隔教育を取り入

れ始めた。社会は新たな生活様式として変化して

きている。また，小中学校では，GIGAスクール

構想によって１人１台のタブレットが整備される。

オンライン学習と対面学習のハイブリッドな学

びや情報を扱う学び方は，デジタルトランスフォー

メーションと言われるように大きく変化していく

ことが予想される。オンラインによる中高生と研

究助言者とのつながりなども増えていくだろう。

急速な変化を見せる現代社会で求められる，生

活をよりよくする等の探究的な学びを通して，思

考力・判断力・表現力を育成する学びのために本

コンテストが中学校技術・家庭科，高等学校情報

科の学びから情報分野への学びを深めるきっかけ

となることを期待したい。
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